
こども園から皆様へ 

令和６年２月２２日 

野の百合こども園  

園長 風間美奈子 

 

保護者アンケートにご協力いただき、感謝申し上げます。率直な意見や感想を聞かせていただき、私たちの教育及び

保育を見直す良い機会となりました。これからもご家庭とこども園で協力し、子ども達を育んでいきたいと考えております。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

〈アンケート結果〉   回答率７３％     

 

 

※各項目の値は A（あてはまる）：4点、B（ややあてはまる）：3点、C（あてはまらない）：２点として集計した平均値です。 

※昨年度と比較しやすいよう、グラフの最小値を 2.5 としています。 

 

 

 

〈 アンケート結果から 〉 
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 子ども達が楽しくできる雰囲気などがとても良かったです。 

 未満児は運動会に親子で参加する形ではないので少し寂しいですが DVD にして下さったり、クリスマス会な

どは実際に見ることができてありがたかったです。 

 子どもの様子を詳しく教えて下さったり、様子に合わせて工夫して下さりありがとうございます。     

安心して過ごすことができています。        

 園内の飾りつけも手が込んでいてステキで、先生方、子ども達の普段の様子までも想像できるほんわかした

様子でした。素晴らしかったです。誕生会なども感動でした。 

 今年は人数制限もなく、祖父母参観もあり、みんなで見に行くことができ嬉しかったです。子どももいつも

行事を楽しみにしています。 

 子ども園たのしい！お友だち大好き！といってくれるのは、先生方がいつも一人ひとりに大切だと向き合っ

てくれているからです。ありがとうございます。 

 プール参観やお祭りごっこ、運動会やクリスマス会、非常に準備の大変な中、子ども達も楽しく参加させて

下さり感謝です。また発表会など親や祖父母が見学できることとても嬉しいです。ありがとうございます。 

            

   

１、こども園について 

⚫ 園の理念・目標の共感について評価が高くなりました。また、衛生面・安全面への配慮についても評価が高くなりまし

た。今後も職員間で連携し、衛生・安全管理に努めます。 

２、しなやかな身体について 

⚫ 規則正しい生活リズム（早寝・早起き）・朝の排便習慣の定着については毎年の課題です。仕事と家庭の両立や

様々な事情で難しい面もあると思いますが、小さい頃に身についたリズムを小学校時代で変えるのは大変です。また、

小さい頃から寝不足や不規則な睡眠リズムが続くと、からだやこころの健康を損なう恐れがあると指摘されています。 

「早寝・早起き」はお家の方から子どもへの大切な贈り物です。1 歳ごろより生活リズムを整えやすくなりますので、まずは

「10 分早く起こしてみる」「10 分早く寝る」などできることから始めませんか。こども園では来年度も元気アップ週間に取り

組みますのでよろしくお願いいたします。 

３、豊かな心について 

⚫ こども園でいきいきと遊んでいる・友達と遊ぶことが好きについての評価が高くなりました。芝生園庭も完成し、戸外遊び

の環境も広がっています。今後も発達や季節に合わせた環境を工夫し、子ども達の「やりたい！」が発揮できるよう支え

ていきます。 

４、学びの根っこについて 

⚫ 昨年に比べ３項目の評価が低くなりました。こども園でも卒園までにきまりの必要性や意味をその子なりに理解して守っ

ていけるよう関わっています。善いこと悪いことを教えるのは根気がいることですが、自分も友達も大切にする子に育つよ

うに小さい頃から家庭と園で関わっていきましょう。 



 運動会は成長を感じました。クリスマス会はこんなに立派に劇ができるのかと感動しました。  

 先生たちが楽しんでいて見ている方も嬉しくなります。大人が楽しむ姿を子どもに見せてくれるのでありがたいです。  

クリスマス会のライブも最高でした！ 全力で楽しさが伝わってきてこちらもいい気持ちになりました。 

 コロナが 5類になって、少しずつ以前の様に親子で行事に参加できるようになり嬉しく思っています。つどいと運動会で

発表した「バルーン」がとても印象に残っています。これまでのみんなで踊ったりするのも良かったですが、一つのものを

みんなで動かすというのは協調性や周囲への配慮があってこそ成立するものだと思って見ていて、ぐっとくるものがありま

した。 

 子どもを尊重してくださっているのが伝わってきて感謝です。 

 いつも温かく厳しく子どもに接してくださることに感謝しかありません。 

 自分の役割をきちんとやり遂げる姿を見てとても感動しました。先生方のコンサートもとても素敵で今までで一番楽しいク

リスマス会でした。子どもと一緒に見れたのも嬉しかったです。       

 家では感じることのできない部分の成長を見ることができてとても嬉しく思います。また、その成長ぶりに普段の接し方を

少し変えてみようかなと思える良い機会だと思いました。 

 子どもの気持ちにも親の気持ちにも寄り添ってくださり、先生たちには感謝しかありません。 

 ルクミ―でロッカーのオムツの枚数や服の何を置かせてもらっているかが分かると、厚い服や薄い服がかぶらずに持た

せて便利になるかと思います。 

 引き出しの中の補充について、もう少し早く知らせてほしいです。オムツが無くなったから園の物を使いました。の前に、

あと数枚ですと帳面、口頭で伝えてほしいです。 

→・衣類については、汚れて持ち帰った分を補充していただければ大丈夫です。園に何枚あるか分からない時はお知ら 

せ下さい。時間帯によりますが、部屋に入ってロッカーを見てもらうこともできます。 

※令和６年度つくし組（０歳児）のみ「ルクミーの連絡帳機能」を使います。その他のクラスは使いませんので、 

連絡帳や口頭でお知らせします。 

・オムツについての連絡が遅れて申し訳ありませんでした。１日に使用する枚数より少なくなった時点でご連絡しま 

す。 

 朝夕の送迎時、以上児クラスの子が下駄箱近くで走ったり、かくれんぼのようなことをしたりしていて何度もぶつかりました。

危ないです。ケガをさせたくないし、自分の子もケガをすることが無いよう注意してみていますが、危険なのでやめてもら

いたいです。  

→・教えていただきありがとうございました。職員間で連携して気をつけていきます。教えていただいてすぐに、みんな 

が安全に過ごすためにどうすれば良いかを子ども達と話し合い、次のような約束を改めて確認しました。 

① 廊下は歩く。 

② トイレに行く時（部屋を出る時）は先生に伝える。（一人で部屋を飛び出さない） 

③ お部屋で遊ぶ。 

  今後も、園生活で危ないと思うことがありましたら遠慮せずにお知らせください。よろしくお願いいたします。 

・準備するものについて、年度初めにだいたいこの時期に○○を使うと、お知らせいただけると入れる袋などまとめて用意

しやすいので助かります。 

→・４月に各クラスの大まかな準備品と準備時期をお知らせします。 

・毎年クリスマス会の内容、衣装が同じであれば日常的に使えない白タイツなどは、卒園児に寄付してもらい、園貸出・

保護者洗濯後返却などするとどうかなと思った。 

→・今年度も３歳以上児で使用する短パン・白いブラウスのリユースを行っています。白タイツについてはご家庭で準備

していただきますようお願いします。 

 朝登園しても、玄関にどなたもいらっしゃらないことがあり、不安です。また伝えたいことがあっても、どうしてよいか分かりま

せん。  

→・朝・夕に玄関番の職員を配置していますが、子どもの支度や排泄の援助などで不在になることもあります。また、 

  時間帯などによっては玄関番がいない場合もあります。玄関番が不在の場合はクラス入口までの送迎をお願いしま 

す。何かありましたら、クラスにいる職員や事務室職員に伝えていただければ大丈夫です。（玄関に連絡用紙もあ 

りますので、ご活用ください。） 

・クリスマス会を成功させる先生方の努力は感じられましたが、正直子どもが生き生きと楽しんでいるか…疑問を持ちまし

た。子どもが行事を通して自信を持てるような、次につながる様な体験を期待します。運動会やクリスマス会など行事の

準備や本番当日など、先生の余裕のなさを感じます。子どもに笑顔で接しているのか等々、保護者はよく見ていると思

います。運動会でもフロアーをもっと広く使い、運動しやすいようにしたら良いと思いました。子どもの腕を引っぱり整列さ

せることはなくなると思います。（リレーの時）  

→・4.5 歳児になると行事を楽しむことに加え、「友達と共通の目的に向かって取り組む」「友達と一緒にやり遂げる」と 

いう経験ができるように計画しています。一人ひとり得意なことは違うので、行事によっては「できない」「やりた

くない」「面白くない」という気持ちもあるかと思います。それでも、挑戦してやり遂げられるようにと考えて関わ

っていますが、園として至らないこともあるかと思います。また、子どもにとってみんなで一つの目的に向かって取

り組むことは大変なことです。自分のしたいことを我慢して折り合いをつけたり、うまくいかないことに向き合った

りすることはエネルギーが必要なため、行事前になると家で甘えたり怒ったりすることが増えるという話もよく耳に

します。そんな姿を支えてくださっている保護者の皆様のおかげで行事ができることに感謝しています。子どもが不

安そうな時や活動を嫌がっている時などは遠慮せずに担任にお知らせください。子どもが達成感を持てるよう、家庭

と園で協力して関わっていきます。 

 ・子どもに関わる職員も一緒に楽しみたいと思っていますが、余裕がなく見えたようでご心配をおかけしました。 

運動会当日の改善策として、来年度より準備係の保護者ボランティアを募集します。ご協力をよろしくお願いたしま 

す。 

              

                                     

             


